
冷凍機　コンデンサーの洗浄のお願い
　　　コンデンサーの汚れが原因で目詰りしていると、熱交換不良で冷媒の圧力が上昇します。
　　そのまま運転し続けると、人間で言うところの高血圧状態となってしまいます。
　　エンジンへの負荷が増し、アイドルアップが正常でない状態になると、回転不足の為
　　エンジンストップや、バッテリー上がりの原因となってしまいます。

　　　また、無理をして使い続けると、ホース類やコンプレッサーの破損に繋がります。
　　定期的に洗浄清掃して保守をすすめることにより、維持費を確実に低減できます。

　　この面（コンデンサーのフィン）の汚れを落す『手順』
①　エンジンを、かける。

②　冷凍機のスイッチを入れ、コンデンサーモーターが回って(風が流れて）いることを
　　　 　確認する。（回って（風が流れて）いない場合は、すぐに修理を依頼すること。）

③　右図のようにホースで水を勢いよく（アルミフィンを潰さないよう注意）上部より、
　　　　上下に細かく動かしながら、フィンの隙間を水圧で洗い流すように左右へと動かし
　　　　順次下に向かって、面全体を洗浄してゆきます。　（下記図参照）　

 面に対して垂直に
斜め上から掛ける。

　　*下図　参照
　　　ここまでになると、上記洗浄では
　　　落ちなくなりますので、まめに洗浄願います。

　　↓ひどく、ほこりがついたコアコイル 　　　　↓新品のコアコイル
　　　


